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青楼絵本考

は
じ
め
に

　

慶
長
八
（
一
六
〇
三
）
年
に
徳
川
家
康
が
将
軍
に
就
き
、
江
戸
の
建
設
が
始

ま
る
と
、
大
量
の
労
働
力
と
し
て
男
た
ち
が
集
ま
り
、
彼
ら
を
相
手
に
各
地
に

妓
楼
が
で
き
た
。
庄
司
勝
富
の
『
異
本
洞
房
語
園

（
注
１
）』

に
よ
る
と
、「
慶
長
の
頃
迄
、

御
城
下
定
ま
り
た
る
遊
女
町
な
し
、
傾
城
屋
所
々
あ
り
し
中
に
も
、
軒
を
な
ら

べ
集
り
た
る
場
所
三
四
ヶ
所
あ
り
麹
町
八
町
目
に
十
四
五
軒
、
鎌
倉
河
岸
に
同

斷
、
大
橋
の
内
柳
町
に
廿
餘
軒
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
江
戸
市
中

に
散
在
し
て
い
た
遊
女
町
を
一
箇
所
に
ま
と
め
よ
う
と
慶
長
十
七（
一
六
一
二
）

年
頃
、小
田
原
出
身
の
庄
司
甚
右
衛
門
が
幕
府
に
願
い
出
、元
和
三（
一
六
一
八
）

年
日
本
橋
葺
屋
町
あ
た
り
に
葭
原
（
の
ち
に
吉
原
と
改
名
）
と
い
う
幕
府
公
認

の
遊
廓
が
造
ら
れ
た
。

　

や
が
て
幕
府
は
、
八
百
八
町
の
大
都
市
と
な
っ
た
江
戸
城
下
の
中
心
に
近
い

吉
原
に
遊
廓
を
置
く
の
は
風
紀
の
乱
れ
と
判
断
し
、
明
暦
二
（
一
六
五
六
）
年

に
吉
原
の
移
転
が
通
達
さ
れ
た
。
明
く
る
明
暦
三
（
一
六
五
七
）
年
正
月
に
い

わ
ゆ
る
振
袖
火
事
と
い
う
明
暦
の
大
火
で
江
戸
の
町
は
烏
有
に
帰
し
、
吉
原
も

焦
土
と
化
し
た
。
焼
け
出
さ
れ
た
遊
女
ら
は
仮
宅
営
業
の
後
、
同
年
七
月
浅
草

千
束
村
の
日
本
堤
に
遊
廓
の
普
請
が
終
わ
る
と
そ
こ
へ
移
転
し
た
。
前
出
の
旧

地
を
元
吉
原
、
移
転
後
の
新
地
を
新
吉
原
と
称
し
、
吉
原
は
江
戸
遊
廓
の
代
名

詞
と
さ
れ
た
。
昭
和
三
二
（
一
九
五
七
）
年
の
売
春
防
止
法
の
施
行
ま
で
、
吉

原
の
歴
史
は
続
い
た
。

　

遊
廓
吉
原
の
客
層
は
、
元
吉
原
か
ら
新
吉
原
時
代
初
期
は
、
大
名
や
大
身
旗

本
な
ど
の
武
士
が
主
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
期
（
一
六
八
六
～
一
七
〇
三
年
）
に

は
豪
商
に
、
享
保
の
頃
に
は
札
差
町
人
、
寛
保
（
一
七
四
一
～
一
七
四
三
年
）

以
降
は
一
般
町
人

（
注
２
）と

い
う
よ
う
に
推
移
し
、
遊
廓
は
よ
り
大
衆
化
し
殷
賑
を
極

め
た
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
客
で
賑
わ
う
廓
の
様
子
は
戯
作
や
浮
世
絵
な
ど
に

も
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
一
般
庶
民
に
も
手
の
届
く
も
の
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
ら
遊
廓
や
遊
女
ら
を
描
い
た
数
々
の
作
品
の
な
か
に
、
廓
内
で
の
行
事

を
主
題
に
し
た
『
吉
原
青
楼
年
中
行
事
』（
享
和
四
（
一
八
〇
四
）
年
）
と
い

う
絵
本
作
品
が
あ
る
。
年
中
行
事
は
本
来
公
家
や
武
家
の
公
的
行
事
で
あ
っ
た

青
楼
絵
本
考　

―
―
『
吉
原
青
楼
年
中
行
事
』
の
出
版
効
果
―
―

文
学
研
究
科
日
本
文
学
文
化
専
攻
博
士
前
期
課
程
２
年　

岩
城　

一
美
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が
、
江
戸
時
代
に
民
間
で
も
行
う
行
事
・
祭
礼
へ
と
広
ま
り
、
町
人
ら
の
生
活

に
も
浸
透
し
た
。
吉
原
の
廓
内
で
も
「
新
吉
原
時
代
、
そ
れ
も
享
保
年
間
以
降

に
な
っ
て
、吉
原
年
中
行
事
は
体
系
化
さ
れ

（
注
２
）

」
催
さ
れ
た
年
中
行
事
に
よ
っ
て
、

よ
り
多
く
の
客
を
遊
廓
へ
誘
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
森
隆
吉
氏
の
研
究
成
果

を
踏
ま
え
、『
吉
原
青
楼
年
中
行
事
』
が
、
先
行
し
て
吉
原
を
取
り
上
げ
た
『
絵

本
青
楼
美
人
合
』（
明
和
七
（
一
七
七
〇
）
年
）、『
絵
本
青
楼
美
人
合
姿
鏡
』（
安

永
五
（
一
七
七
六
）
年
）
ら
の
絵
本
作
品
と
合
わ
せ
、
そ
の
出
版
物
と
し
て
の

位
置
付
け
お
よ
び
、
廓
の
宣
伝
効
果
を
大
い
に
担
っ
た
点
に
つ
い
て
考
察
し
て

み
る
。

一
、
新
吉
原
年
中
行
事
に
つ
い
て
の
小
森
氏
の
先
行
研
究

　

小
森
氏
は
、
新
吉
原
で
行
わ
れ
た
年
中
行
事
の
数
々
に
つ
い
て
、
酔
郷
散
人

の
『
吉
原
大
全
』（
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
）・
秀
山
人
の
『
柳
花
通
誌
』（
天

保
一
五
（
一
八
四
三
）
年
自
跋
）・
寛
閑
楼
佳
孝
の
『
北
里
見
聞
録
』（
文
化

一
四
（
一
八
一
七
）
年
自
序
）
な
ど
を
参
考
に
、
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
行

事
を
順
に
並
べ
て
考
察
し
て
い
る
。
遊
廓
は
艶
冶
で
華
麗
で
あ
っ
た
の
で
、
吉

原
の
廓
内
の
年
中
行
事
は
「
遊
女
遊
客
の
あ
や
な
す
独
特
の
情
緒
に
包
ま
れ

（
注
２
）

」

て
お
り
、
そ
の
結
果
、
表
舞
台
に
あ
た
る
年
中
行
事
は
「
あ
く
ま
で
も
光
の
あ

た
る
部
分
で
あ
っ
て
、
そ
の
裏
に
は
影
の
部
分
が
あ
っ
た
。
影
の
部
分
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、光
の
部
分
が
華
や
か
な
色
彩
に
包
ま
れ
得
た
の
だ

（
注
２
）

」
と
主
張
し
、

さ
ら
に
吉
原
年
中
行
事
に
つ
い
て
、そ
の
内
容
性
か
ら
三
つ
に
分
類
し
て
い
る
。

　
（
１
）	

一
般
的
行
事
を
取
り
入
れ
、
遊
里
吉
原
の
情
緒
を
付
加
し
た
も
の

	

―
年
礼
・
雛
ま
つ
り
・
丹
後
の
節
句
・
更
衣
・
七
夕
・
月
見
な
ど
。

　
（
２
）	

吉
原
独
特
の
行
事
―
三
大
景
容
と
い
わ
れ
た
仲
の
町
桜
・
玉
菊
燈
籠
・

俄
、
そ
し
て
内
証
花
見
・
八
朔
・
紋
日
・
仕
舞
日
な
ど
。

　
（
３
）	

付
近
の
行
事
に
便
上
し
た
も
の
―
富
士
権
現
祭
礼
・
酉
の
市
・
浅
草

四
万
六
千
日
と
歳
の
市
な
ど

（
注
２
）

。

　

吉
原
遊
廓
は
、
客
が
登
楼
し
て
落
と
す
金
銭
で
経
済
的
基
盤
を
成
立
さ
せ
て

い
る
。
つ
ま
り
、（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
分
類
し
た
行
事
は
す
べ
て
客
寄
せ

の
手
段
な
の
で
あ
る
。
特
に
（
３
）
に
つ
い
て
は
そ
の
傾
向
が
最
も
濃
く
、
吉

原
の
近
く
に
人
々
が
集
ま
る
の
に
か
こ
つ
け
て
何
か
行
い
、
客
を
寄
せ
て
さ
ら

に
金
銭
を
稼
ご
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
小
森
氏
は
、「
吉
原
年
中
行
事
は
、
楼

主
側
の
商
魂
た
く
ま
し
い
、
客
寄
せ
の
手
段

（
注
２
）」

だ
と
論
じ
、「
商
品
で
あ
る
遊

女
に
対
し
、
常
時
よ
り
も
さ
ら
に
苛
酷
な
、
ノ
ル
マ
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
と
み

な
し
て
い
い
だ
ろ
う

（
注
２
）

」
と
推
測
し
て
い
る
。

　

小
森
氏
が
論
じ
る
と
お
り
、
艶
や
か
な
演
出
の
裏
に
遊
女
ら
に
と
っ
て
、
暗

い
部
分
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
確
か
に
、『
吉
原
青
楼
年
中
行
事
』
に
描

か
れ
て
い
る
禿
が
新
造
に
な
る
と
き
の
お
披
露
目
の
さ
ま
の
「
新【

図
１
】造

出
し
の
図
」

や
、
遊
女
ら
が
皆
白
無
垢
を
装
う
「
八【

図
２
】朔

の
雪
」
は
美
し
い
が
、
そ
れ
に
は
厳

し
い
裏
事
情
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
新
造
出
し
の
披
露
目
は
派
手
で
多
額
の
費
用

が
か
か
り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
姉
女
郎
の
遊
女
の
負
担
で
あ
っ
た
。
川
柳
に
、
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八
朔
の
雪
ハ
質
屋
に
流
れ
込
ミ

舛
丸　
　

天
保
四
・
一
二
一
編
・
９

（
注
３
）

二
日
に
は
し
ち
や
の
蔵
へ
つ
も
る
雪

し
ん
ほ
り　

若
松　
　

宝
暦
十
二
年
・
梅
３

（
注
４
）

と
、
遊
女
ら
の
内
証
は
火
の
車
で
、「
八
朔
」
の
翌
日
に
は
質
屋
に
白
無
垢
が

持
ち
込
ま
れ

（
注
５
）

、質
屋
の
蔵
に
は
白
無
垢
の
雪
の
山
が
で
き
る
と
詠
ま
れ
て
い
る
。

二
、
青
楼
絵
本
作
品

二
―
一
、
鈴
木
春
信
の
『
絵
本
青
楼
美
人
合
』

　

年
中
行
事
が
行
動
を
通
し
た
直
接
的
な
客
寄
せ
の
手
段
で
あ
る
と
い
う
の
な

ら
、
そ
の
一
方
、
間
接
的
な
客
寄
せ
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
吉

原
を
描
い
た
絵
本
の
類
を
以
っ
て
視
覚
に
訴
え
、
遊
客
の
心
を
つ
か
ん
だ
文
化

的
作
品
に
つ
い
て
試
論
す
る
。

　

江
戸
時
代
の
多
く
の
書
物
の
中
で
単
な
る
絵
入
り
本
で
は
な
く
狭
義
の
絵
本

の
分
野
に
お
い
て
、
推
定
さ
れ
る
初
出
は
宝
暦
一
三
（
一
七
六
三
）
年
正
月
に

山
崎
金
兵
衛
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
絵
本
古
金
襴
』
で
、
こ
の
本
は
墨
摺
の
半

紙
本
で
あ
っ
た
。
錦
絵
の
技
術
が
開
発
さ
れ
浮
世
絵
版
画
が
一
挙
に
色
彩
豊
か

に
な
っ
た
の
に
対
し
、
絵
本
は
成
立
当
初
か
ら
墨
摺
り
本
と
い
う
状
態
が
続
い

て
い
た
。
彩
色
摺
り
の
技
術
が
導
入
さ
れ
た
の
は
明
和
七（
一
七
七
〇
）年
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
同
年
正
月
に
、
一
筆
斎
文
調
（
生
没
年
不
明
）、
勝
川
春
章

（
一
七
二
六
～
九
二
年
）
合
作
の
三
冊
組
役
者
絵
本
『
絵
本
舞
台
扇
』
が
鴈
金

屋
伊
兵
衛
で
刊
行
さ
れ
、
次
い
で
、
鈴
木
春
信
（
一
七
二
五
～
？
年
）
の
『
絵

本
青
楼
美
人
合
』
が
江
戸
駿
河
町
の
舟
木
嘉
助
に
よ
り
上
梓
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
本
は
、
い
ず
れ
も
、
当
時
の
流
行
の
発
信
地
で
あ
る
「
二
大
悪
所
」

と
称
さ
れ
た
歌
舞
伎
と
遊
里
と
い
う
遊
楽
地
か
ら
、
誕
生
し
た
と
い
う
こ
と
は

注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　

遊
里
に
お
い
て
は
、
吉
原
の
地
図
や
遊
女
の
名
を
掲
載
し
た
「
遊
女
評
判

記
」
や
「
吉
原
細
見
」
な
ど
が
廓
遊
び
の
手
引
書
に
属
す
る
も
の
で
、
多
く
の

遊
客
に
愛
読
さ
れ
て
い
た
。
春
信
の
『
絵
本
青
楼
美
人
合
』
は
、
全
五
巻
総
計

一
六
七
図
に
わ
た
り
、
明
和
末
期
（
一
七
七
〇
年
代
）
の
吉
原
に
実
在
し
た
遊

女
の
図
を
描
き
、
さ
ら
に
、
遊
女
の
上
部
に
は
遊
女
自
作
の
俳
諧
が
添
え
ら
れ

て
い
る
。
な
お
、
第
一
巻
に
は
、
書
初
め
を
す
る
遊

【
図
３
】

女
、
七
福
神
の
摺
り
物
、

羽
子
板
、
鞠
を
手
に
す
る
遊
女
ら
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
全
て
新
春
の

風
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
春
」
の
巻
と
認
め
ら
れ
る
。
続
い
て
第
二
巻
は
時

鳥
の
俳
諧
に
団
扇
を
持
つ
遊
女
で
「
夏
」、
第
三
、四
巻
は
虫
籠
を
持
つ
遊
女
や

紅
葉
の
俳
諧
で
「
秋
」、
第
五
巻
は
白
雪
の
俳
諧
で
「
冬
」
と
、
各
巻
の
風
俗

は
そ
れ
ぞ
れ
の
景
物
に
ふ
さ
わ
し
い
季
節
の
風
物
と
共
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
五
巻
で
「
四
季
」
を
示
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る

（
注
６
）

。

　

な
お
、
お
そ
ら
く
、
大
名
や
大
身
旗
本
の
武
士
階
級
や
、
金
銭
に
余
裕
の
あ

る
豪
商
ら
が
、
青
楼
（
よ
し
は
ら
）
を
描
い
た
こ
の
絵
本
を
手
に
し
て
お
気
に

入
り
の
遊
女
を
選
ぶ
の
に
活
用
し
た
可
能
性
が
あ
り
う
る
。
つ
ま
り
、
春
信
の

『
絵
本
青
楼
美
人
合
』
と
い
う
絵
本
は
、「
遊
女
評
判
記
」
や
「
吉
原
細
見
」
の
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類
の
手
引
書
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
―
二
、 

勝
川
春
章
と
北
尾
重
政
に
よ
る
『
絵
本
青
楼
美
人
合
姿
鏡
』

　

前
掲
の
春
信
絵
本
が
後
の
浮
世
絵
界
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、『
絵
本
青

楼
美
人
合
』
の
刊
行
は
、
次
の
勝
川
春
章
・
北
尾
重
政
画
『
絵
本
青
楼
美
人
合

姿
鏡
』
や
、
喜
多
川
歌
麿
（
一
七
五
三
？
～
一
八
〇
六
年
）
の
『
吉
原
青
楼
絵

本
年
中
行
事
』な
ど
、吉
原
を
舞
台
と
し
た
彩
色
摺
絵
本
の
流
れ
を
新
た
に
作
っ

て
い
っ
た
。

　
『
絵
本
青
楼
美
人
合
姿
鏡
』
は
、
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
に
勝
川
春
章
と

北
尾
重
政
（
一
七
三
九
～
一
八
二
〇
年
）
の
合
作
で
山
崎
金
兵
衛
に
よ
り
刊
行

さ
れ
た
三
巻
本
で
あ
る
。

　

第
一
、二
巻
は
四
節
に
分
け
ら
れ
て
い
て
、
各
節
の
冒
頭
部
分
は
季
節
の
植

物
の
自
然
表
現
で
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
続
い
て
、
四
季
に
ふ
さ
わ
し
い
活

動
に
携
わ
る
遊
女
ら
の
姿
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
第
三
巻
は
、
吉
原
の
大
門
と

年
中
行
事
の
五
枚
の
絵
で
始
ま
り
、
そ
の
後
に
絵
に
描
か
れ
た
遊
女
ら
の
詠
ん

だ
俳
諧
が
続
く

（
注
７
）と

い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
絵
本
に
は
、
四
季
に
お
け

る
吉
原
の
妓
楼
を
舞
台
と
し
た
主
題
選
択
や
、
遊
女
自
賛
の
俳
諧
を
寄
せ
る
文

学
的
構
成
が
な
さ
れ
て
い
る
諸
点
に
お
い
て
、
春
信
絵
本
の
影
響
が
色
濃
く
表

れ
て
い
る
。
特
に
、
図
様
に
つ
い
て
、
春
信
の
『
絵
本
青
楼
美
人
合
』
に
描
か

れ
た
遊

【
図
４
】女

ら
の
図
像
が
数
多
く
転
用
さ
れ
て
お
り
、『
絵
本
青
楼
美
人
合
姿
鏡
』

の
遊

【
図
５
】女

の
群
像
の
中
に
、
春
信
の
『
絵
本
青
楼
美
人
合
』
と
類
似
す
る
ポ
ー
ズ

を
と
っ
た
遊
女
二
名
が
認
め
ら
れ
る

（
注
６
）

。

三
、
吉
原
遊
廓
に
お
け
る
行
事
の
模
様

三
―
一
、十
返
舎
一
九
と
喜
多
川
歌
麿
に
よ
る
『
吉
原
青
楼
年
中
行
事
』

　
『
国
書
総
目
録

（
注
８
）』

に
よ
る
と
、
吉
原
の
年
中
行
事
に
つ
い
て
著
さ
れ
た
書
物

に
『
吉
原
青
楼
年
中
行
事
』
と
い
う
絵
本
作
品
が
あ
る
。
書
名
は
『
青
楼
絵
抄

年
中
行
事
』、『
青
楼
年
中
行
事
』、『
曲
中
年
中
行
事
』
と
さ
ま
ざ
ま
あ
る
が
、『
繪

本
年
表
三　

自
文
化
至
天
保

（
注
９
）』に

は『
吉
原
青
楼
年
中
行
事
』が
頭
項
目
と
な
っ

て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
降
は
『
吉
原
青
楼
年
中
行
事
』
で
統
一
し
、
底
本

と
し
て
古
典
文
庫
の
『
青
楼
絵
本
年
中
行
事

（
（注

（
注

』
を
資
料
に
論
じ
る
。

　
『
吉
原
青
楼
年
中
行
事
』
は
、
十
返
舎
一
九
（
一
七
六
五
～
一
八
三
一
年
）

が
編
集
し
喜
多
川
歌
麿
が
絵
を
描
い
て
お
り
、
上
下
（
乾
坤
）
巻
の
全
二
冊
で

あ
る
。
刊
記
に
よ
る
と
、
享
和
四
（
一
八
〇
四
）
年
、
東
武
日
本
橋
通
四
町
目

の
書
房
、
上
総
屋
忠
助
寿
桜
が
刊
行
し
た
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
前
掲
の

『
繪
本
年
表
三　

自
文
化
至
天
保

（
注
９
）』

で
同
様
に
確
認
で
き
た
。

　

ま
ず
、
上
（
乾
）
巻
を
開
く
と
匡
郭
に
相
撲
の
見
立
て
で
あ
ろ
う
か
、
軍

【
図
６
】配

団
扇
に
題
名
（
行
司
）、
画
者
名
（
東
）、
著
者
名
（
西
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
上

【
図
７
】下

（
乾
坤
）
巻
の
目
次
は
吉
原
の
入
り
口
の
大
門
に
並
べ
ら
れ
て

い
る
。

　

な
お
、
表
紙
を
開
く
と
扉
絵
に
上
（
乾
）
巻
は
梅
と
椿
が
描
か
れ
「
春
」
を

表
し
、
千

【
図
８
】穐

庵
三
陀
羅
法
師
の
「
き
ぬ
き
ぬ
の
情
を
し
ら
は
今
ひ
と
つ　

う
そ

を
も
つ
け
や
明
六
つ
の
か
ね
」
と
い
う
和
歌
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。　
　

　

一
方
、
下
（
坤
）
巻
に
は
楓
と
菊
が
描
か
れ
「
秋
」
を
表
し
、
十
返
舎
一
九

の
「
乙

【
図
９
】鳥

干
柳
彼
上
あ
ま
つ
雁
」
と
い
う
俳
諧
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
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う
に
冒
頭
が
季
節
感
を
漂
わ
す
自
然
の
植
物
で
あ
っ
た
り
、
和
歌
や
俳
諧
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
構
成
は
前
掲
の
春
信
の
『
絵
本
青
楼
美
人
合
』
や
、
春
章
、
重

政
ら
に
よ
る
『
絵
本
美
人
合
姿
鏡
』
の
文
学
的
構
成
の
手
法
に
倣
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
本
の
序
に
、

新
吉
原
の
四
つ
の
時
。
を
り
ふ
し
の
花
紅
葉
あ
ハ
れ
に
お
か
し
き
を
集
め

て
。
堤
の
な
げ
ふ
し
歌
麿
か
は
な
や
ぎ
た
る
筆
を
。
ふ
る
へ
る
も
の
な
り
。

さ
る
は
初
名
代
の
臨
時
客
中
の
町
の
花
の
宴
対
の
し
き
せ
の
更
衣
。
れ
ん

じ
に
ま
つ
わ
る
乞
巧
奠
。
八
朔
の
風
俗
ハ
さ
ら
な
り
。
居
続
の
雪
の
見
参
。

丸
市
か
ら
夜
神
楽
ま
で
―
中
略
―
月
次
の
屏
風
ひ
き
い
で
つ
ゝ
。
廊
下
障

子
の
あ
な
ぐ
り
も
と
め
て
。
扨
ぞ
突
き
出
し
の
新
板
と
ハ
な
せ
り
け
る
。

ま
こ
と
に
人
間
の
別
世
界
。
こ
の
春
秋
の
ゆ
き
か
ひ
を
見
ん
人
ハ
。
養
老

不
死
の
気
の
薬
と
な
り
て（

（注

（
注

。

と
、
遊
女
と
遊
廓
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
の
様
子
が
描
か
れ
、
廓
内
は
特
別
の

世
界
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
年
月
の
移
り
変
わ
り
を
観
れ
ば
不
老
不
死
の
気
付
薬

と
な
る
と
い
う
遊
び
目
的
の
大
人
に
と
っ
て
、
吉
原
遊
廓
は
不
思
議
な
楽
園

だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

小
森
氏
は
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
「
吉
原
関
係
風
俗
書
と
し
て
は
、
延
宝
六

年
（
一
六
七
八
）
刊
、
菱
川
師
宣
の
『
吉
原
恋
の
道
引
』
と
と
も
に
、
そ
の
評

価
は
高
い

（
注
２
）

」
と
述
べ
て
い
る
。

　
『
吉
原
青
楼
年
中
行
事
』
は
、
廓
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
と
遊
女
を
描
く
こ

と
で
、前
掲
の『
絵
本
青
楼
美
人
合
』、『
絵
本
青
楼
美
人
合
姿
鏡
』と
同
様
に
、「
遊

女
評
判
記
」
な
ら
び
に
「
吉
原
細
見
」
な
ど
の
廓
遊
び
の
手
引
書
の
流
れ
を
踏

襲
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
―
二
、
遊
客
を
魅
了
す
る
三
大
廓
行
事

　

吉
原
に
は
元
旦
か
ら
大
晦
日
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
あ
り
、
そ
れ
ら
年

中
行
事
は
江
戸
市
中
と
共
通
す
る
も
の
も
多
か
っ
た
が
、「
遊
里
風
俗
を
基
調

に
し
た

（
注
２
）

」
吉
原
独
特
の
催
事
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
催
事
は
、
遊
客

を
ひ
き
つ
け
、
高
い
金
額
を
ふ
っ
か
け
る
手
段
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

廓
内
で
単
調
な
仕
事
を
繰
り
返
す
ば
か
り
の
遊
女
た
ち
に
と
っ
て
、
四
季
折
々

に
趣
向
が
こ
ら
さ
れ
た
行
事
の
数
々
は
、
日
常
の
「
ケ
」
と
は
違
う
非
日
常
的

な
「
ハ
レ
」
の
楽
し
み
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

（
一
）
仲

【
【図

【
図

の
町
花
盛
之
図

 

一
説
に
よ
る
と
、
八
代
将
軍
吉
宗
は
享
保
の
改
革
の
一
環
と
し
て
墨
堤
・
飛

鳥
山
・
小
金
井
に
桜
を
植
え
行
楽
地
と
し
た
の
で
、
江
戸
の
庶
民
ら
に
花
見
行

事
が
広
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
風
潮
に
対
応
し
て
、
吉
原

に
も
桜
が
植
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（
注
２
）

」
と
小
森
氏
は
推
測
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
庶
民
に
遊
廓
内
の
夜
桜
見
物
に
来
さ
せ
て
、
さ
ら
に
登
楼
さ
せ
金

銭
を
落
と
さ
せ
よ
う
と
妓
楼
の
主
人
た
ち
は
計
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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「
中
之
町
佐
久
良
之
記
」
の
文
中
に
、

今
此
さ
と
に
花
を
植
る
ハ
。寛
保
元
年
よ
り
初
り
て
。年
々
繁
栄
し
。歳
々

に
超
過
し
。
日
毎
の
貴
遊
湖
海
の
賓
。
花
に
酔
ふ
中
の
町
の
夕
景
色
は
。

え
も
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
名
所
の
芳
野
の
は
つ
瀬
は
。
少
妓
の
名
に
奪

れ
。飛
鳥
日
暮
の
遊
客
も
。此
に
掠
ら
れ
て
夜
桜
の
本
に
う
か
れ
。（
中
略
）

風
情
。
寔
に
春
宵
一
刻
の
価
。
千
金
を
し
て
此
に
抛
銷
金
の
窟
と
や
い
ふ

べ
し（

（注

（
注

と
、
こ
の
仲
の
町
に
桜
を
植
え
る
こ
と
は
、
寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年
に
始

ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
岡
山
鳥
の
『
江
戸
名
所
花
暦
』（
文
政
一
〇
年

（
一
八
二
七
）
年
）
の
「
新
吉
原
」
の
項
に
、

毎
年
三
月
朔
日
よ
し
、
大
門
の
う
ち
中
の
町
通
り
、
左
右
を
除
け
て
中
通

り
へ
桜
数
千
本
を
植
う
る
。
常
に
は
こ
れ
往
来
の
地
な
り
。
と
し
ご
と
の

寒
暖
に
よ
っ
て
、
花
遅
け
れ
ば
朔
日
よ
り
末
に
植
込
む
こ
と
も
あ
り
。
葉

桜
に
な
り
て
も
、
人
な
ほ
群
集
す（

（注

（
注

と
記
さ
れ
て
い
る
。「
花
に
酔
ふ
中
の
町
の
夕
景
色
は
。
え
も
い
ふ
べ
く
も
あ

ら
ず

（
（注

（
注

」、「
葉
桜
に
な
り
て
も
、
人
な
ほ
群
集
す

（
（注

（
注

」
と
、
灯
を
と
も
す
こ
ろ
、
雪

洞
の
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
た
満

【
【図

【
図

開
の
桜
の
下
を
静
々
と
進
む
花
魁
道
中
は
、
妖

艶
で
あ
り
、
実
に
た
め
息
が
出
る
ほ
ど
の
美
し
さ
だ
っ
た
に
違
い
な
い
で
あ
ろ

う
。
こ
の
時
期
、
桜
の
名
所
の
上
野
、
飛
鳥
山
も
か
す
み
、
仲
の
町
の
夜
桜
見

物
に
訪
れ
る
人
は
多
く
、
吉
原
は
殷
賑
を
極
め
た
。
夜
桜
の
見
物
客
は
本
物
の

桜
よ
り
も
、
人
間
の
花
、
す
な
わ
ち
遊
女
ら
を
見
物
し
に
足
を
運
ん
だ
可
能
性

が
高
い
。

　

（
二
）
燈

【
【図

【
図

篭
之
図
（
＊
以
下
、燈
篭
・
灯
篭
・
燈
籠
・
灯
籠
は
引
用
原
文
ま
ま
）

　

七
月
一
日
か
ら
月
末
ま
で
、仲
の
町
の
引
手
茶
屋
は
遊
女
玉
菊
を
追
悼
し
て
、

軒
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
灯
籠
を
つ
る
し
た
。
こ
れ
を
「
玉
菊
灯
篭
」
と
い
っ
た
。

　

 「
文
月
の
記
」
の
文
中
に
、

水
無
月
晦
日
の
夜
よ
り
。中
の
町
に
綺
れ
る
燈
籠
の
美
麗
星
の
如
く
輝
き
。

白
昼
を
犯
す
に
似
た
り
。（
中
略
）
中
万
字
屋
に
名
た
ゝ
る
全
盛
。
玉
菊

と
い
へ
る
ハ
。
悠
に
や
さ
し
く
情
あ
り
て
。
人
の
覚
も
深
か
り
し
が
。
あ

る
文
月
の
上
旬
身
逝
り
て
後
追
福
の
儲
に
と
て
。兼
て
好
意
を
通
じ
た
る
。

茶
屋
毎
に
さ
ば
か
り
の
き
り
こ
燈
籠
を
出
せ
し
よ
り
発
り
。
享
保
に
い
た

り
て
。
破
笠
が
被
誉
の
細
工
よ
り
。
次
第
に
増
過
し
。
今
に
華
美
著
色
を

競
を
も
つ
て
例
と
な
す
に
究
れ
り（

（注

（
注

。

と
、「
玉
菊
灯
篭
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
玉
菊
は
角
町
の
中
万
字
屋

抱
え
の
名
妓
で
、
才
色
兼
備
で
諸
芸
に
秀
で
、
特
に
「
河
東
曲
の
三
絃
を
よ
く
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ひ
き
し（

（注

（
注

」
と
河
東
節
の
名
手
だ
っ
た
と
い
う
。
山
東
京
伝
の
『
近
世
奇
跡
考
』

（
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
年
）
に
よ
る
と
享
保
一
一
（
一
七
二
六
）
年
三
月

二
十
九
日
に
二
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
記
さ
れ
、

始
て
灯
籠
を
と
も
せ
し
も
享
保
元
年
と
い
ふ
は
妄
説
也
。
玉
菊
死
せ
し
享

保
十
一
年
七
月
新
盆
の
節
。
新
霊
を
祭
る
た
め
。
中
の
町
俵
屋
虎
文
。
揚

屋
町
松
屋
八
兵
衛
等
。
発
起
せ
し
事
也

（
（注

（
注

。

と
の
こ
と
か
ら
、
引
手
茶
屋
の
面
々
ら
が
お
盆
に
灯
籠
を
飾
っ
て
玉
菊
の
霊
を

弔
っ
た
の
が
、
こ
の
行
事
の
始
ま
り
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
灯
籠
追

善
は
廓
内
の
茶
屋
で
、
客
寄
せ
を
も
く
ろ
み
灯
籠
飾
り
の
趣
向
に
凝
っ
た
に
違

い
な
く
、
後
の
明
治
時
代
の
『
芳
原
沿
革
史　

全（
（注

（
注

』
の
「
芳
原
沿
革
史
付
録　

第
一
編
芳
原
風
俗
沿
革
」
の
「
第
十
二　

七
月
燈
籠
の
濫
觴
」
に
、

其
茶
屋
々
々
も
玉
菊
を
最
惜
み
け
れ
バ
。
云
合
す
と
も
な
く
家
々
挑
灯
を

點
し
け
る
が
。
其
後
元
文
元
年
に
ハ
箱
挑
灯
に
て
。
裳
へ
青
黒
の
筋
を
付

た
る
を
掛
列
ら
ね
。
其
翌
年
よ
り
切
子
燈
籠
。
廻
燈
籠
な
ど
作
り
出
し
。

次
第
に
潤
色
し
て
華
美
に
な
れ
る
な
り

（
（注

（
注

と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）　

仁
【
【図

【
図

和
哥
の
図

　
「
俄
」
と
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、「
俄
狂
言

（
（注

（
注

」
を
指
し
、「
座

敷
や
街
頭
な
ど
で
行
な
わ
れ
た
即
興
的
で
滑
稽
な
寸
劇
。享
保
年
間（
一
七
一
六

～
三
六
）、
大
坂
住
吉
神
社
の
夏
祭
の
行
列
で
素
人
が
行
な
っ
た
即
興
の
寸
劇

を
起
源
と
す
る
と
い
う
。
後
に
は
京
都
で
も
行
な
わ
れ
、
江
戸
の
吉
原
俄
な
ど

も
あ
る
が
、
大
坂
で
も
っ
と
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た（

（注

（
注

」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

「
俄
」
は
も
と
も
と
は
大
坂
で
起
こ
っ
た
も
の
だ
が
、
江
戸
吉
原
で
も
「
明
和

四
年
（
一
七
六
七
）
以
来
毎
年
八
月
一
日
か
ら
一
か
月
間
行
な
わ
れ
、
夜
桜
・

玉
菊
灯
籠
と
と
も
に
吉
原
三
大
景
物
の
一
つ

（
（注

（
注

」
と
あ
り
、「
吉
原
の
茶
屋
桐
屋

伊
兵
衛
と
い
う
者
の
思
い
つ
き
で
、
同
好
の
士
と
と
も
に
即
興
の
狂
言
を
こ
し

ら
え
て
吉
原
中
の
町
を
演
じ
歩
い
た
の
が
評
判
と
な
り
、
引
き
続
い
て
、
二
、

三
日
、
趣
向
を
替
え
て
演
じ
た
の
が
始
ま
り（

（注

（
注

」
で
あ
る
。

　

斎
藤
幸
成
の
『
東
都
歳
時
記
』（
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
）
の
八
月
の
項

に
も
、「
当
月
中
頃
よ
り
吉
原
町
俄
始
ま
る
。
踊
り
ね
り
物
等
花
美
風
流
を
こ

ら
し
、九
月
中
旬
ま
で
毎
夜
出
す

（
（注

（
注

」
と
記
さ
れ
、さ
ら
に
明
治
時
代
（
一
八
九
五

～
九
六
年
）
に
は
樋
口
一
葉
の
『
た
け
く
ら
べ
』
に
「
秋
は
九
月
仁
和
賀
の
頃

の
大
路
を
見
給
へ
、
さ
り
と
は
宜
く
も
學
び
し
露
八
が
物
眞
似
、
榮
喜
が
處

作
（
（注

（
注

」
と
描
写
さ
れ
て
お
り
、
物
語
の
主
人
公
の
廓
に
住
む
美
登
利
は
「
俄
」
を

目
に
し
て
い
た
と
暗
示
さ
れ
て
い
る
。

　
『
吉
原
青
楼
年
中
行
事
』
の
「
文
月
の
記
」
の
文
中
に
、

毎
年
八
月
朔
日
よ
り
。
祭
式
お
こ
な
ハ
れ
て
。
練
物
。
に
わ
か
等
を
出
す
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事
。
連
綿
と
怠
慢
な
し
。
此
節
燈
篭
客
。
仁
和
哥
客
と
号
し
て
。
恒
に
倡

門
に
履
を
納
ざ
る
も
の
も
。
倶
に
倡
行
せ
ら
れ
て
。
来
往
の
錯
乱
美
賎
混

じ
。
夜
毎
に
涌
出
す
る
が
ご
と
し（

（注

（
注

。

と
、
八
月
一
日
よ
り
晴
天
三
十
日
間
、
廓
内
仲
の
町
で
俄
は
賑
々
し
く
行
わ

れ
た
。
俄
で
は
、
幇
間
や
芸
者
を
中
心
に
、
茶
屋
や
妓
楼
の
人
々
も
参
加
し

て
、
踊
り
や
芝
居
を
演
じ
な
が
ら
、
に
ぎ
や
か
な
鳴
物
付
き
で
行
列
し
、
車
の

つ
い
た
舞
台
を
引
い
て
ま
わ
り
、
そ
の
上
で
歌
舞
伎
の
名
場
面
な
ど
の
所
作
を

演
じ
た
。
こ
の
俄
を
観
よ
う
と
、
お
祭
り
好
き
の
江
戸
っ
子
た
ち
や
女
性
の
見

物
人
も
大
勢
つ
め
か
け
、
さ
ら
に
吉
原
は
賑
わ
っ
た
。
歌
川
芳
幾
が
明
治
二

（
一
八
六
九
）
年
八
月
の
「
俄
」
を
三
枚
続
き
の
浮

【
【図

【
図

世
絵
に
描
い
て
お
り
、
妓

楼
の
二
階
の
遊
女
ら
や
、
ま
た
多
く
の
詰
め
掛
け
た
見
物
客
の
様
子
か
ら
遊
廓

内
で
の
行
事
が
集
客
作
用
に
大
い
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
お
祭
り
好
き
な
江
戸
の
庶
民
は
、
登
楼
目
的
以
外
に
派
手
な

廓
行
事
の
数
々
を
見
物
し
に
吉
原
遊
廓
内
へ
足
を
運
ん
だ
と
推
察
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
吉
原
の
三
大
景
物
と
言
わ
れ
る
「
夜
桜
・
玉
菊
灯
籠
・
俄
」

の
行
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
以
前
の
吉
原
の
遊
廓
を
形
容
し
て
、
其
角

（
一
六
六
一
～
一
七
〇
七
年
）
が
、
延
宝
九
／
天
和
元
（
一
六
八
一
）
年
頃
に

詠
ん
だ
発
句
が
『
五
元
集
』
に
あ
る
。

　
　
　

闇
の
夜
は　

吉
原
は
か
り　

月
夜
哉

（
（注

（
注　

　

こ
の
句
を
詠
ん
だ
頃
は
「
其
角
は
ま
だ
二
十
二
の
遊
び
盛
り

（
（注

（
注

」
で
あ
っ
た
と
い

う
。
な
お
、
俳
諧
師
で
あ
る
其
角
の
門
下
に
は
「
其
角
は
禄
を
食
ん
だ
と
見
ら

れ
る
伊
予
国
松
山
藩
主
松
平
定
直
（
三
嘯
）
の
ほ
か
、
安
藤
信
友
（
冠
里
）・

仙
台
因
幡
守
（
玉
芙
）
ら
の
大
名
・
旗
本
、
紀
国
屋
文
左
衛
門
（
千
山
）・
伊

勢
屋
七
郎
兵
衛
（
大
町
）
ら
の
豪
商
が
お
り
、そ
の
遊
興
に
従
う
こ
と
が
多
か
っ

た
（
（注

（
注

」「
紀
文
に
誘
は
れ
て
、
し
ば
し
ば
廓
に
遊
び

（
（注

（
注

」
と
、
其
角
が
吉
原
に
は
幾

度
も
通
っ
て
い
た
放
蕩
面
が
う
か
が
え
る
。

　

其
角
の
こ
の
句
は
、
夜
間
営
業
を
許
さ
れ
て
い
た
吉
原
が
「
闇
の
夜
の
真
っ

暗
な
江
戸
の
町
の
空
に
吉
原
だ
け
が
丁
度
ぼ
う
っ
と
明
る
く（

（注

（
注

」
浮
か
び
上
が
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
ほ
か
は
闇
の
夜
だ
が
、
こ
こ
吉
原
の
く
る
わ
ば
か
り

は
、
煌
々
と
燈
火
が
と
も
っ
て
月
夜
の
ご
と
く
、
さ
す
が
豪
勢
な
に
ぎ
わ
い
で

あ
る（

（注

（
注

」
と
解
釈
で
き
る
。

　

三
田
村
鳶
魚
は
『
目
を
驚
か
し
た
吉
原
の
明
り
』
に
、「
新
吉
原
の
夜
景
は
、

上
方
の
人
が
見
る
と
仰
天
す
る
ほ
ど
明
る
く
見
え
た
の
で
、
其
角
も
い
さ
さ
か

江
戸
自
慢
の
よ
う
な
心
持
が
あ
っ
て
、
こ
の
句
を
作
っ
た
ら
し
い（

（注

（
注

」

と
記
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
行
事
で
賑
わ
う
以
前
に
す
で
に
、
浅
草
の
裏
あ
た
り
が
暗
い
中
、

吉
原
遊
廓
だ
け
は
、
ぽ
っ
か
り
と
浮
か
び
上
が
る
ほ
ど
の
明
る
さ
の
不
夜
城
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
季
節
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
廓
風
俗
独
特
の

行
事
が
賑
々
し
く
催
さ
れ
れ
ば
、
人
々
は
こ
の
吉
原
と
い
う
不
夜
城
に
群
が
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
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青楼絵本考

三
―
三
、『
吉
原
青
楼
年
中
行
事
』
の
刊
行
の
位
置
づ
け

　

前
章
ま
で
青
楼
を
題
材
に
し
た
絵
本
作
品
の
三
作
品
の
特
徴
が
、「
遊
女
評

判
記
」
な
ら
び
に
「
吉
原
細
見
」
な
ど
の
廓
遊
び
の
手
引
書
の
流
れ
を
踏
襲
し
、

廓
内
へ
多
く
の
客
を
誘
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
論
じ
て
み
た
。
最
後
に
、
こ
れ

ら
の
絵
本
作
品
の
出
版
事
情
に
つ
い
て
試
論
し
た
い
。

（
一
）『
割
印
帳
』
に
よ
る
確
認

　

江
戸
時
代
の
書
物
の
出
版
記
録
を
所
載
し
た
も
の
に『
割
印
帳
』が
あ
る
。『
割

印
帳
』
は
江
戸
時
代
中
期
（
享
保
年
間
）
以
降
に
お
け
る
、
江
戸
の
出
版
書
誌

の
開
版
販
売
許
可
の
公
的
記
録
簿
と
言
え
る
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
出
版
情
勢

の
大
略
を
窺
い（

（注

（
注

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、『
割
印
帳
』
に
は
一
般
的
な
商

業
目
的
の
出
版
物
の
出
版
記
録
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
『
割
印
帳
』

の
記
載
の
有
無
に
よ
り
、
そ
の
書
物
が
公
的
に
出
版
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
私

的
な
も
の
な
の
か
を
推
測
で
き
る
。

　

藤
澤
紫
氏
は
、
鈴
木
春
信
の
絵
本
作
品
に
つ
い
て
、「
現
存
す
る
春
信
絵
本

十
六
点
の
う
ち
十
四
点
ま
で
が
、
こ
こ
に
出
版
記
録
を
残
し
て
い
る

（
注
６
）

」
が
、『
絵

本
青
楼
美
人
合
』の
項
で「
本
書
刊
行
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、（
中
略
）『
割
印
帳
』

の
出
版
記
録
に
該
当
す
る
も
の
は
な
く
、
ま
た
出
版
目
録
等
に
も
確
認
さ
れ
て

い
な
い

（
注
６
）

」
と
述
べ
、
こ
の
作
品
は
春
信
の
絵
本
作
品
の
な
か
で
も
一
線
を
画
し

「
遊
女
評
判
記
」
の
流
れ
を
汲
む
「
私
的
な
「
絵
俳
書

（
注
６
）」」

に
価
す
る
と
主
張
し

て
い
る
。

　

で
は
、『
絵
本
青
楼
美
人
合
姿
鏡
』
と
『
吉
原
青
楼
年
中
行
事
』
に
つ
い
て
『
割

印
帳
』
で
確
認
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
勝
川
春
章
と
北
尾
重
政
に
よ
る
『
絵
本
青

楼
美
人
合
姿
鏡
』
は
「
安
永
五
年　

美
人
真
姿
鑑　

同
六
十
四
丁　

耕
書
堂
作　

全
三
冊　

版
元
売
出
し　

山
崎
金
兵
衛
」（
注
２
５
、２
６
）
と
い
う
記
載
が
あ

り
、
書
名
の
異
同
は
あ
る
が
、
公
的
に
出
版
許
可
を
受
け
て
『
絵
本
青
楼
美
人

合
姿
鏡
』
は
刊
行
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
十
返
舎
一
九
と
喜
多
川

歌
麿
に
よ
る
『
吉
原
青
楼
年
中
行
事
』
の
出
版
記
録
は
『
割
印
帳

（
（注

（
注

』
に
は
見
出

せ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、藤
澤
氏
の
論
を
た
ど
る
と
、『
絵
本
青
楼
美
人
合
姿
鏡
』

は
「
遊
女
評
判
記
」
の
流
れ
を
汲
む
公
的
な
手
引
書
で
、『
吉
原
青
楼
年
中
行
事
』

は
「
遊
女
評
判
記
」
の
流
れ
を
汲
む
私
的
な
手
引
書
と
み
な
さ
れ
る
。

（
二
）『
日
本
木
版
挿
繪
本
年
代
順
目
綠
』
に
よ
る
確
認

　

前
掲
の
『
割
印
帳
』
と
は
別
に
、
漆
山
天
童
に
よ
る
『
日
本
木
版
挿
繪
本
年

代
順
目
綠
』
で
三
作
品
の
出
版
記
載
を
確
か
め
て
み
た
と
こ
ろ
、
全
て
の
作
品

の
出
版
が
次
の
よ
う
に
確
認
で
き
た
。

　
『
絵
本
青
楼
美
人
合
』
に
つ
い
て
、

明
和
七
庾
寅
年　

よ
し
は
ら
美
人
合　

春
信
の
筆　

序
柳
垣
に
ち
か
き
田

中
庵
の
あ
る
し　

大
本
四
巻
八
十
五
丁
半　

庾
寅
之
年
六
月　

江
戸
駿
河
町

舟
木
嘉
助
版　

刻
刷
氏　

遠
藤
松
五
郎

○
当
時
吉
原
の
遊
女
の
絵
姿
を
画
き
、
俳
句
一
句
つ
ゝ
を
の
せ
た
り
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青
楼
美
人
合
と
題
せ
る
も
の
あ
る
か
又
八
十
三
丁
本
あ
る
か　

富
武
き
彩

色
入
ら
せ
り（

（注

（
注

　
『
絵
本
青
楼
美
人
合
姿
鏡
』
に
つ
い
て
、

安
永
五
丙
申
年

青
楼
美
人
合
姿
鏡　

浮
世
絵
師
北
尾
花
藍
重
政 

勝
川
酉
爯
春
章

序
安
永
五
歳
丙
申
正
月
書
肆
耕
書
堂
主
人
誌
」

刻
刷
氏
井
上
進
七　

大
本
彩
色
入
三
巻 

四
十
六
丁
半 

墨
付
六
十
四
丁

丙
申
春
正
月
発
鬻　

江
戸
書
林 
本
石
町
桧
軒
店
山
崎
金
兵
衛 

新
吉
原
大

門
口
蔦
屋
重
三
郎
合
板（

（注

（
注

　
『
吉
原
青
楼
年
中
行
事
』
に
つ
い
て
、

　

文
化
元

吉
原
青
楼
年
中
行
事　

半
紙
本
彩
色
入
二
冊 

十
九
丁

享
和
四
歳
甲
子
落
陽
発
兌　

江
戸
絵
師
喜
多
川
舎
紫
屋
歌
麿
筆

校
合
門
人
喜
久
麿 

秀
麿 

竹
麿　

十
返
舎
一
九
著

彫
刻
藤
一
宗
。
摺
工
鶴
松
堂
藤
右
衛
門

「
曲
中
年
中
行
事
」
序
。
于
時
享
和
四
甲
子
落
陽
日
千
首
楼
識

書
房
東
都
日
本
橋
通
四
町
目
上
総
屋
忠
助
寿
楼

（
注
９
）

　

前
述
の
よ
う
に
『
絵
本
青
楼
美
人
合
』
に
つ
い
て
は
藤
澤
氏
が
「『
割
印
帳
』

の
出
版
記
録
に
該
当
す
る
も
の
は
な
く
、
ま
た
出
版
目
録
等
に
も
確
認
さ
れ
て

い
な
い

（
注
６
）」

と
述
べ
て
い
る
論
を
あ
げ
た
が
、『
日
本
木
版
挿
繪
本
年
代
順
目
綠
』

に
は
三
作
品
と
も
記
載
が
あ
る
こ
と
で
、
出
版
事
情
は
判
明
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
出
版
目
的
が
、
一
般
的
な
営
利
販
売
目
的
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
不

明
で
あ
る
。

（
三
）『
雪
有
香
蒐
集
書
目
』（『
近
世
出
版
広
告
集
成
』）
に
よ
る
確
認

　

前
節
の
『
日
本
木
版
挿
繪
本
年
代
順
目
綠
』
に
よ
る
確
認
で
三
作
品
の
出
版

事
情
は
確
認
で
き
た
が
、
出
版
目
的
が
商
業
出
版
で
あ
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
利

益
を
得
る
た
め
に
販
売
広
告
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
朝
倉
治
彦
氏
が
国
立

国
会
図
書
館
蔵『
雪
有
香
蒐
集
書
目
』（
江
戸
～
明
治
時
代
）を
編
成
し
直
し
た
、

『
近
世
出
版
広
告
集
成
』（
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
）
を
用
い
調
べ
て
み
た
。

こ
の
書
物
は
近
世
中
期
以
降
の
草
紙
類
も
含
む
書
物
に
つ
い
て
の
広
告
を
、
第

一
巻
か
ら
五
巻
ま
で
は
版
元
別
に
、
第
六
巻
は
版
元
不
明
の
も
を
排
列
し
た
史

料
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
第
三
巻
の
版
元
蔦
屋
重
三
郎
の
項
に
は
、

繪
本
虫
え
ら
み　

虫
并
草
花
の
生
う
つ
し　

狂
歌
入
歌
麿
画　

彩
色
摺
筥

入
全
二
冊

繪
本
武
者
鞋　

北
尾
氏
筆　

さ
ん
し
き
ず
り　

大
本
全
二
冊

通
言
總
籬　

山
東
京
傅
作　

よ
し
わ
ら
の
こ
と
を
目
の
ま
へ
に
ミ
る
や
う
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青楼絵本考

な
る
本　

全
一
冊

（
（注

（
注

と
い
う
広
告
が
並
べ
ら
れ
、
い
か
に
客
の
購
買
意
欲
を
わ
か
せ
よ
う
か
と
宣
伝

文
、
す
な
わ
ち
、
現
代
で
い
う
と
こ
ろ
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
工
夫
が
表
れ
て

い
る
。

　

吉
原
を
題
材
に
し
た
青
楼
絵
本
作
品
が
営
利
を
目
的
と
し
た
出
版
で
あ
れ

ば
、
広
告
が
付
与
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
、
こ
の
史
料
で
確
認
し

て
み
た
が
、
結
果
的
に
は
三
作
品
に
つ
い
て
の
広
告
は
無
か
っ
た
。

　

藤
澤
氏
に
よ
る
と
、『
絵
本
青
楼
美
人
合
』
の
「
出
版
に
か
か
る
経
費
の
算

出
は
、
妓
楼
主
、
あ
る
い
は
掲
載
さ
れ
た
遊
君
の
入
銀
で
あ
ろ
う
と
し
た
鈴
木

氏
（
（注

（
注

の
指
摘
が
示
唆
に
富
み
、本
書
の
よ
う
に
利
潤
を
度
外
視
し
た
書
物
の
企
画
、

刊
行
は
、
や
は
り
私
的
な
出
版
物

（
注
６
）」

と
指
摘
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
吉

原
青
楼
年
中
行
事
』
の
出
版
は
『
割
印
帳
』
の
記
載
が
無
い
と
い
う
点
と
、
藤

澤
氏
の
論
点
を
合
わ
せ
る
と
、
私
的
に
妓
楼
が
配
り
も
の
と
し
て
刷
ら
せ
た
も

の
と
い
う
推
論
が
生
じ
る
。
そ
の
一
部
は
趣
味
人
が
手
に
し
た
の
か
、
も
し
く

は
吉
原
に
出
入
り
を
し
て
い
た
貸
本
屋
に
も
出
回
っ
た
可
能
性
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
日
本
木
版
挿
繪
本
年
代
順
目
綠
』
で
出
版
さ
れ

た
事
実
は
確
認
で
き
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
青
楼
絵
本
は
多
く
世
間
に
流
布
し
、

吉
原
遊
廓
の
宣
伝
冊
子
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
三
作
品
が
出
版
さ
れ
た
後
の
何
ら
か
の
評
判
記
述
の
有
無

に
つ
い
て
、『
甲
子
夜
話
』（
東
洋
文
庫
版
、
昭
和
五
二
～
五
八
（
一
九
七
七
～

一
九
八
三
）
年
）
や
『
藤
岡
屋
日
記
』（
近
世
庶
民
生
活
資
料
版　

昭
和
六
二

（
一
九
八
七
）
年
）
を
紐
解
い
て
調
べ
て
み
た
が
、
発
見
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
検
討
し
た
い
。

お
わ
り
に

　

吉
原
で
は
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
太
夫
ら
の
高
級
遊
女
の
存
在
は
無
く
な

り
、
ま
た
、
幕
府
が
江
戸
市
中
に
は
び
こ
る
岡
場
所
の
売
笑
婦
や
湯
女
ら
私
娼

を
幾
た
び
か
取
り
締
ま
っ
て
、
吉
原
遊
廓
へ
送
り
こ
ん
だ
た
め
、
吉
原
の
遊
女

の
品
格
も
変
化
し
た
。
さ
ら
に
、
吉
原
は
何
度
も
火
災
を
起
し
、
そ
の
た
び
に

別
替
地
に
て
仮
宅
営
業
を
行
っ
た
こ
と
で
、
以
前
の
格
式
ば
っ
た
お
大
尽
遊
び

は
減
少
し
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
大
衆
化
し
た
吉
原
は
よ
り
一
層
庶
民
に
も
手

が
と
ど
く
遊
興
地
と
な
っ
た
。

　

本
論
の
第
二
章
で
は
、
幕
府
公
認
の
吉
原
遊
廓
を
指
す
「
青
楼
」
を
舞
台
に

し
た
鈴
木
春
信
の
『
絵
本
青
楼
美
人
合
』、
勝
川
春
章
・
北
尾
重
政
ら
の
『
絵

本
青
楼
美
人
合
姿
鏡
』、
十
返
舎
一
九
と
喜
多
川
歌
麿
に
よ
る
『
吉
原
青
楼
年

中
行
事
』
の
絵
本
作
品
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
作
品

は
「
遊
女
評
判
記
」
や
「
吉
原
細
見
」
な
ど
の
遊
里
の
手
引
書
の
流
れ
を
汲
む

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
な
お
、
と
く
に
『
吉
原
青
楼
年
中
行
事
』
に
つ
い
て
は
、

描
か
れ
て
い
る
遊
女
た
ち
と
遊
廓
風
俗
独
特
の
行
事
が
、
遊
廓
内
の
諸
事
情
を

紹
介
し
、
遊
客
の
心
を
魅
了
し
、
よ
り
多
く
の
遊
客
を
廓
内
へ
い
ざ
な
っ
た
作

品
で
あ
る
と
考
察
し
た
。

　

続
い
て
第
三
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
絵
本
作
品
の
遊
廓
へ
の
手
引
書
の

効
果
の
有
無
に
つ
い
て
、『
割
印
帳
』、『
日
本
木
版
挿
繪
本
年
代
順
目
綠
』、『
雪

有
香
蒐
集
書
目
』
な
ど
の
史
料
を
用
い
、
出
版
事
情
を
追
っ
て
み
た
。
ま
ず
、

出
版
の
有
無
を
確
認
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
が
公
的
な
商
業
出
版
で
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あ
っ
た
の
か
、
私
的
出
版
に
よ
る
も
の
か
考
察
し
た
結
果
、『
日
本
木
版
挿
繪

本
年
代
順
目
綠
』で
三
作
品
す
べ
て
の
出
版
事
情
は
確
認
で
き
た
。し
か
し
、『
割

印
帳
』
の
出
版
の
記
載
の
有
無
で
区
別
す
る
と
、
記
載
の
あ
る
『
絵
本
青
楼
美

人
合
姿
鏡
』
は
、
商
業
目
的
の
公
的
出
版
で
、
そ
の
一
方
、
記
載
の
な
い
『
絵

本
青
楼
美
人
合
』
と
『
吉
原
青
楼
年
中
行
事
』
は
私
的
出
版
と
い
う
推
論
に
達

し
た
も
の
の
、
研
究
課
題
が
残
っ
た
。

　

近
世
の
文
化
は
、
庶
民
が
創
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
江
戸
の
文
化

は
、
文
学
作
品
や
、
川
柳
、
狂
歌
、
落
語
、
さ
ら
に
歌
舞
伎
に
至
る
ま
で
吉
原

を
取
り
上
げ
て
い
な
い
も
の
は
少
な
く
な
く
、
吉
原
を
抜
き
に
し
て
庶
民
文
化

は
成
り
立
た
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
庶
民
文
化
の
成
立
に
欠
か
せ
な
い
吉
原

を
主
題
に
し
た
青
楼
絵
本
の
類
は
、
吉
原
の
宣
伝
冊
子
と
し
て
人
々
の
視
覚
に

訴
え
た
作
品
で
あ
る
。

　

喜
多
川
歌
麿
が
吉
原
を
題
材
に
し
た
作
品
に
、
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
頃

蔦
屋
重
三
郎
が
売
り
出
し
た
『
青
楼
十
二
時
』
と
い
う
大
判
十
二
枚
揃
い
の
浮

世
絵
が
あ
り
、
こ
の
作
品
か
ら
は
廓
内
で
の
遊
女
ら
の
二
十
四
時
間
の
常
々
の

生
活
の
様
子
が
認
め
ら
れ
る
。
同
じ
く
歌
麿
の
作
品
の『
吉
原
青
楼
年
中
行
事
』

は
、
第
三
章
で
と
り
あ
げ
た
三
大
廓
行
事
の
図
の
他
に
「
仲

【
【図

【
図

の
街
年
礼
之
図
」、

「
夜

【
【図

【
図

具
舖
初
之
図
」、「
夜

【
【図

【
図

見
世
之
図
」、「
狎

【
【図

【
図

客
之
坐
舖
」
な
ど
で
廓
内
の
営
業

の
様
子
が
窺
が
え
る
。
つ
ま
り
、
江
戸
の
一
大
遊
興
地
で
あ
る
吉
原
遊
廓
を
、

娯
楽
の
一
大
企
業
と
看
做
す
な
ら
、『
吉
原
青
楼
年
中
行
事
』
は
、
宣
伝
冊
子

の
効
果
を
は
た
し
た
青
楼
作
品
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
在
に
お
い
て
企
業
が
配

布
す
る
企
業
案
内
や
企
業
宣
伝
誌
の
先
駆
け
と
も
言
え
る
。

謝
辞

　

本
論
文
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
主
査
で
あ
る
中
山
尚
夫
教
授
に
、
細
か
い

点
ま
で
ご
指
摘
ご
指
導
い
た
だ
き
、
な
お
、
鈴
木
重
三
編
完
全
復
刻
版
の
『
青

楼
絵
本
年
中
行
事
』
を
お
貸
し
い
た
だ
き
、参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
藤
澤
紫
先
生
に
、
二
〇
一
五
年
度
の
ゼ
ミ
発
表
に
続
き
的
確
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
、
先
生
の
著
書
を
参
考
に
い
た
し
ま
し
た
。
先
生
方
に
ご
教

示
い
た
だ
き
ま
し
た
お
か
げ
で
本
論
を
執
筆
す
る
こ
と
が
で
き
、
中
山
教
授
、

藤
澤
先
生
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。  
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又
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３
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介
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〇
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社　

一
九
九
四
年

注
19	

麻
生
磯
次
『
俳
句
大
観
』　

明
治
書
院　

一
九
七
一
年

注
20	

尾
形
仂
編
『
俳
文
学
大
辞
典
』　

角
川
書
店　

一
九
九
五
年

注
21	

石
川
八
郎
・
今
泉
準
一
・
鈴
木
勝
忠
・
波
平
八
郎
・
古
相
正
美
編
『
宝
井
其

角
全
集　

年
譜
篇
』
一
八
二
頁　

勉
誠
社　

一
九
九
四
年

注
22	

今
泉
準
一
『
五
元
集
の
研
究
』　

六
七
〇
頁
～
六
七
二
頁　

桜
楓
社　

一
九
八
一
年

注
23	

三
田
村
鳶
魚
「
行
燈
・
挑
燈
の
話 

目
を
驚
か
し
た
吉
原
の
明
り
」

	
森
鉄
三
編
『
三
田
村
鳶
魚
全
集 

第
七
巻
』
二
八
三
頁
～
二
八
四
頁　

中
央

公
論
社　

一
九
七
五
年

注
24	

朝
倉
治
彦
・
大
和
博
幸
編
『
享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目
―
新
訂
版
』

	

解
説
一
頁
～
一
三
頁　

臨
川
書
店　

一
九
九
三
年
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注
25	

朝
倉
治
彦
・
大
和
博
幸
編
『
享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目
―
新
訂
版
』

	

安
永
四
年
十
二
月
―
五
年
三
月　

二
一
四
頁　

臨
川
書
店　

一
九
九
三
年

注
26	

朝
倉
治
彦
監
修
『
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ
８
３ 

割
印
帳 

東
博
本 

影
印
版 

第

二
巻 

従
宝
暦
８
年
至
安
永
７
年
』

	

五
九
二
頁　

ゆ
ま
に
書
房　

二
〇
〇
七
年

注
27	

朝
倉
治
彦
監
修
『
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ
８
３ 

割
印
帳 

東
博
本 

影
印
版 

第

四
巻　

従
宝
暦
８
年
至
安
永
７
年
』　

ゆ
ま
に
書
房　

二
〇
〇
七
年

注
28	

漆
山
天
童
『
日
本
木
版
挿
繪
本
年
代
順
目
綠
』　

漆
山
又
四
郎
『
日
本
書
誌

学
大
系
３
４
（
２
） 
絵
本
年
表
二 

自
宝
暦
至
享
和
』
一
四
六
、一
九
五
頁　

青
裳
堂
書
店　

一
九
八
三
年

注
29	

朝
倉
治
彦
監
修
『
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ
⑪ 

近
世
出
版
広
告
集
成 

第
三
巻
』

三
五
二
頁
～
三
五
七
頁　

ゆ
ま
に
書
房　

一
九
八
三
年

注
30　

鈴
木
重
三
「
絵
本
青
楼
美
人
合
」（『
近
世
日
本
風
俗
絵
本
集
成
』
第
九
回
配

本
解
説
）
臨
川
書
店　

一
六
八
一
年

注
31	

藤
澤
紫
「
喜
多
川
歌
麿
」　

小
林
忠
監
修
『
別
冊
太
陽 
浮
世
絵
師
列
伝
』

六
九
頁
～
七
八
頁　

平
凡
社　

二
〇
〇
六
年

注
32	

国
際
浮
世
絵
学
会
編
『
浮
世
絵
大
事
典
』
二
七
〇
頁　

東
京
堂
出
版　

二
〇
〇
八
年

鈴
木
春
信
『
絵
本
青
楼
美
人
合
』　

藤
澤
紫
『
鈴
木
春
信
絵
本
全
集　

影
印
編
１
』

一
頁
～
一
九
六
頁　
　

勉
誠
出
版　

改
訂
新
版
二
〇
〇
三
年

藤
澤
紫
『
鈴
木
春
信
絵
本
全
集　

研
究
編
』　

勉
誠
出
版　

改
訂
新
版
二
〇
〇
三
年

漆
山
又
四
郎
「
鈴
木
春
信
」『
日
本
書
誌
学
大
系
３
３　

近
世
の
繪
入
本
』
三
〇
頁

～
三
三
頁　

青
裳
堂
書
店　

一
九
八
三
年

漆
山
又
四
郎
「
勝
川
春
章
の
逸
話
と
作
品
」『
日
本
書
誌
学
大
系
３
３　

近
世
の
繪

入
本
』
三
四
頁
～
三
九
頁　

青
裳
堂
書
店　

一
九
八
三
年

喜
多
川
歌
麿
『
青
楼
年
中
行
事
』　

日
本
名
著
全
集
刊
行
会
編
『
日
本
風
俗
図
絵
集
』

六
七
一
頁
～
六
九
六
頁　

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー　

復
刻
版　

一
九
八
三
年

内
藤
正
人
「
第
二
章　

勝
川
春
章
の
伝
記
と
画
業
―
春
章
に
関
す
る
記
録
・
史
料
を

踏
ま
え
て
」『
勝
川
春
章
と
天
明
期
の
浮
世
絵
美
人
画
』
五
一
頁
～
一
五
三
頁　

東
京
大
学
出
版
会　

二
〇
一
二
年

長
友
千
代
治
『
佛
教
大
学
鷹
陵
文
化
叢
書
７ 

江
戸
時
代
の
図
書
流
通
』
思
文
閣
出

版　

二
〇
〇
二
年

長
友
千
代
治
『
近
世
楷
貸
本
屋
の
研
究
』　

東
京
堂
出
版　

一
九
八
二
年

鈴
木
俊
幸
『
書
籍
流
通
史
料
論　

序
説
』　

勉
誠
出
版　

二
〇
一
二
年

石
川
八
郎
・
今
泉
準
一
・
鈴
木
勝
忠
・
波
平
八
郎
・
古
相
正
美
編
『
宝
井
其
角
全
集　

索
引
篇
』
七
〇
二
頁　

勉
誠
社　

一
九
九
四
年

石
川
八
郎
・
今
泉
準
一
・
鈴
木
勝
忠
・
波
平
八
郎
・
古
相
正
美
編
『
宝
井
其
角
全
集　

編
著
篇
』
五
〇
三
、五
六
三
～
五
六
五
頁　

勉
誠
社　

一
九
九
四
年

石
川
八
郎
・
今
泉
準
一
・
鈴
木
勝
忠
・
波
平
八
郎
・
古
相
正
美
編
『
宝
井
其
角
全
集　

資
料
篇
』
二
〇
頁　

勉
誠
社　

一
九
九
四
年

石
川
八
郎
・
今
泉
準
一
・
鈴
木
勝
忠
・
波
平
八
郎
・
古
相
正
美
編
『
宝
井
其
角
全
集　

年
譜
篇
』
四
頁
～
六
頁　

勉
誠
社　

一
九
九
四
年

鈴
木
棠
三
・
小
池
竜
太
郎
編
『
近
世
庶
民
生
活
史
料 

藤
岡
屋
日
記 

第
一
巻 

文
化
元

年
―
天
保
七
年
』　

三
一
書
房　

一
九
八
七
年
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松
浦
静
山 

中
村
幸
彦
・
中
野
三
敏
校
訂
『
東
洋
文
庫 

甲
子
夜
話
１
～
６
』　

平
凡
社　

一
九
七
七
、一
九
七
八
年

松
浦
静
山 
中
村
幸
彦
・
中
野
三
敏
校
訂
『
東
洋
文
庫 

甲
子
夜
話
続
篇
１
～
８
』　

平
凡
社　

一
九
七
九
、一
九
八
〇
、一
九
八
一
年

松
浦
静
山 

中
村
幸
彦
・
中
野
三
敏
校
訂
『
東
洋
文
庫 

甲
子
夜
話
三
篇
２
、４
、

５
、６
』
平
凡
社　

一
九
八
二
、一
九
八
三
年

朝
倉
治
彦
監
修
『
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ
⑪ 

近
世
出
版
広
告
集
成 

第
一
巻
～
第

六
巻
』　

ゆ
ま
に
書
房　

一
九
八
三
年

増
田
太
次
郎
『
引
札
絵
ビ
ラ
風
俗
史 

新
装
版
』　

青
蛙
房　

二
〇
一
〇
年

鈴
木
重
三
『
絵
本
と
浮
世
絵　

江
戸
出
版
文
化
の
考
察
』　

美
術
出
版
社　

一
九
七
九
年　

台
東
区
役
所
編
『
新
吉
原
遊
廓
略
史
』　

吉
田
昌
志
編
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ

ダ
ン
都
市
文
化
３
４　

遊
廓
と
売
春
』
四
九
七
頁
～
六
〇
七
頁　

ゆ
ま
に

書
房　

二
〇
〇
八
年

国
書
研
究
室
編
『
補
訂
版　

国
書
総
目
録　

第
二
、六
、八
巻
』
岩
波
書
店　

一
九
八
九
、一
九
九
〇
年

鈴
木
重
三
編
完
全
復
刻
版　

十
返
舎
一
九
編
・
喜
多
川
歌
麿
画
『
青
楼
絵
本
年

中
行
事
』
全
二
冊
（
乾
・
坤
）
実
業
之
日
本
社　

一
九
七
五
年

鈴
木
重
三
編
『
青
楼
絵
本
年
中
行
事 

別
冊
解
説
』
実
業
之
日
本
社　

一
九
七
五
年

白
倉
敬
彦
『
江
戸
の
吉
原　

廓
遊
び
』　

学
習
研
究
社　

二
〇
〇
二
年
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【図２】八朔の図

【図４】遊女らの図像 【図３】正月風俗の遊女の図

【図５】遊女らの図像【図６】行司見立題目

【図７】書目 【図８】上巻扉絵 

【図１】新造出しの図
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【図９】下巻扉絵【図10】仲の町花盛之図

【図11】新吉原仲之町夕景之図

【図12】燈篭之図【図13】仁和哥之図

【図14】「新吉原角街稲本楼仲之街仁和賀一覧之図」
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【
図
１
、２
、６
～
10
、12
、13
、15
～
18
】鈴
木
重
三
編
完
全
復
刻
版　

十
返
舎
一
九
編
・

喜
多
川
歌
麿
画
『
青
楼
絵
本
年
中
行
事
』
よ
り

【
図
３
、４
】
藤
澤
紫
『
鈴
木
春
信
絵
本
全
集　

影
印
編
１
』
よ
り

【
図
５
】
藤
澤
紫
「
鈴
木
春
信
の
絵
本
―
『
絵
本
青
楼
美
人
合
』」
よ
り

【
図
11
】
二
代
歌
麿
・
奈
良
県
立
美
術
館
蔵　

白
倉
敬
彦
『
江
戸
の
吉
原 

廓
遊
び
』

よ
り

【
図
14
】
歌
川
芳
幾
「
新
吉
原
角
街
稲
本
楼
仲
之
街
仁
和
賀
一
覧
之
図
」

酒
井
好
古
堂
所
蔵
木
版
画　

二
〇
一
六
年
十
一
月
十
七
日
撮
影

（
東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
・
帝
国
ホ
テ
ル
前
酒
井
好
古
堂
酒
井
店
主
の
ご
好

意
を
受
け
画
像
撮
影
）

【図15】仲の街年礼之図【図16】夜具舖初之図

【図17】夜見世之図【図18】狎客之坐舖
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青楼絵本考

A study about "blue house （brothel）" picture books 
―The effect by publication of the book
"Yoshiwara blue house annual events"―

IWAKI,Hitomi

　On the Edo Period, various books were published with development of printing 

technologies.

　There was a book named "Yoshiwara blue house annual events" which wrote about 

prostitutes and annual events in the red-light district（Yoshiwara）.  This is a publication 

of a kind of picture books in which Ikku JUPPENSHA wrote sentences and Utamaro 

KITAGAWA drew pictures.  "Yoshiwara blue house annual events" introduced fascinating 

prostitutes, and charmed people by popular events of the red-light district, and invited 

more visitors to there.

　If the whole Yoshiwara is regarded as a grave entertainment enterprise, the book 

"Yoshiwara blue house annual events" is regarded as a herald of advertising books.


